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★文中の引用文献は以下のように表記してください。
　…記録がある（阿部ほか 1994; 佐藤・勝田 2005）。
　阿部ほか（1994）によると…
　Sano et al.(2009)によると…
· Webサイトからの引用は、ほかに同様の情報源がない場合に限るようにしてください。その場合、「～である（URL: http:// ～；20XX 年X 月X 日最終確認）。」のようにURL と引用の日付を本文中に明記し、巻末の引用文献には記載しません。
· 本文の句読点は「、」「。」を使用してください。
· 報告の場合、項目は以下のようにしてください。ただし、紀行文などはこの限りではありません。
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